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　謹んで新年のお喜びを申し上げます。旧年中は多大なるご支
援・ご協力を賜り、誠に有難うございました。今年も変わらぬ
お引き立てをよろしくお願い申し上げます。
　過ぎました2021年は、感染症の脅威の中ではありましたが、
中村総主事のリーダーシップの下「やれることはやろう！」の合
言葉で、名古屋YMCAの様々な事業を展開し、地域に資するこ
とができました。維持会員のみなさま、ボランティアのみなさ
ま、スタッフのみなさまの「力」の結集と、心より感謝を申し上
げます。
　2022年は、名古屋YMCA創立120周年を迎える記念の年にな
ります。また、YMCAと共に活動するワイズメンズクラブの創
立100年も迎えます。細心の感染拡大防止策を講じ、記念事業
はじめ、通常の活動も進めて参りたいと願っております。どう
ぞ、積極的にご参加・ご協力くださいますよう、お願い致しま
す。
　名古屋YMCA120年の歴史の中で、私が直接関わらせていた
だいている期間は、少年期から思春期・青年期の約10年間、
その後約30年弱のブランク後の、壮年期から現在までの約20
年間です。改めてこの事を振り返ってみる時、多感で不安定な
年代である思春期をYMCAで過ごせたこと、ビジネスマンとし
て多少時間に余裕のできた壮年時期に、前名古屋YMCA総主事
の加藤明宏さんに声を掛けられ、再度YMCAに戻れたことは、
私の人生にとって大きなターニングポイントの一つです。
　中高生の頃、YMCAのプログラムに参加して経験した様々な
出来事（夏キャンプ・スキーキャンプ・ロスアンゼルスYMCA

との交歓セミナーなど）はとても印象深く、今の私の生き方に
大きく影響を与えています。
　現在はシニアボランティア（ワイズメン）として、YMCAの会
員活動プログラムやキャンププログラムに参加して、多くの
ユースボランティアやスタッフとの交流を通じて本当に楽しま
せていただいています。
　YMCAから離れていたブランク時代に培った経営上のノウハ
ウを活用しながら、健全な財務体質、健全な労務管理が守られ
るよう理事長としての役割も果たしていく所存です。
　名古屋YMCA120周年を記念して、一つ提案が有ります。私
は上述のように、幸いにして人生半ばで再度YMCAに戻ること
ができました。しかし、現状を見る時、毎年多くのユースボ
ランティアリーダーが大学卒業を機にYMCAを巣立っていきま
す。一日も早く社会や会社に馴染み、貢献できるよう仕事に没
頭することは社会人として必要なことだと思いますし、そのよ
うに成長して欲しいとも願う者です。しかし、順調に推移する
人もいるでしょうが、躓いて逃げたくなってしまう人もいるで
しょう。　ユース社会人が一息つきたい時や、心に隙間を覚え
てしまうそんな時に気軽に戻って来られる、リーダーOB・OG
プロジェクト「こころのふるさと　YMCA！」　　
　みんなで立ち上げませんか？

（参照聖句　ヘブライ人への手紙　11章13節～16節）

年頭のご挨拶 「こころのふるさと YMCA」
公益財団法人名古屋YMCA理事長   川本  龍資

社員とともに自社チームの応援（2018 チャリティーラン）
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第45回クリスマスカードコンテスト表彰式

名古屋YMCAクリスマスコンサート2021

はなれていてもつながっている　クリスマスカード交換プログラム

　12月5日（日）、南山ファミリーYMCAにて、表彰式を開催い
たしました。特賞を受賞された方々と、そのご家族・ご関係者
の方をご招待し、ご出席いただいた皆様には表彰状及び額装し
た作品が授与されました。その後、今回審査委員を務めてくだ
さった先生方より一つひとつの作品に講評をいただき、最後に
総評として皆様へ激励のメッセージをいただきま
した。
　 受 賞 作 品 は 市
民 ギ ャ ラ リ ー 矢
田 に て 期 間 限 定
での展示を行い、
5枚の作品は新作
の ポ ス ト カ ー ド
になりました。

　第45回目である今回は、ロサンゼルスからの応募も含め、30
の団体・個人の皆様から950作品ものご応募をいただきまし
た。次年度もこのクリスマスカードコンテストが平和について
考えてもらえるきっかけになることを願っております。
　次回も多数のご応募お待ちしております! （吉田新規）

　昨年同様、今年も中止となったJRタワーズガーデンでのキャ
ロリングに代えて、12月18日（土）名古屋港ポートビル4F講堂を
会場に、例年キャロリングの伴奏をお願いしている電子オルガ
ン奏者の安井正規さんと、キャロリングの指揮や練習の指導を
していただいている声楽家の山田正丈さんによるコンサートを
開催しました。
　第一部は安井正規さんのオープニングクリスマスファン
ファーレで開幕。迫力のある素敵な演奏に引き込まれます。そ

して川本龍資理事長による
クリスマスメッセージ「世
界ではじめのクリスマス」
に耳を傾け、“喜び満ちあふ
れた　気高いまことのクリ
スマス”　に思いを馳せま
した。

　 第二部のコンサートでは、

安井正規さんによるオリジナ
ル曲2曲の素晴らしい演奏を
楽しみ、続いて安井正規さん
の伴奏による山田正丈さんの
歌唱。山田さんのパワーあふ
れる力強い歌声に会場は魅了
されました。演奏の合間に楽
曲にまつわる小話や思い出話
を挟みながら、コンサートは和やかな雰囲気で進んでいきまし
た。最後には会場の皆さんで「あら野のはてに」「きよしこの夜」
をハミングで合唱しました。例年のような発声をともなう合唱
の実施は難しくとも、会場に響くハミングの響きでキャロリン
グの気分を少しでも感じていただけたのではないでしょうか。
　ご協力を賜りました多くの皆様に心より感謝申し上げます。
来年こそは、100人のサンタでキャロリングが出来ますように!!
 （中原早紀）

　新たな人との出会いや繋がりにワクワクする気持ちを、クリ
スマスの日にみんなで分かち合いたいということからこのプロ
グラムが始まりました。幼稚園のお友だちから大人クラスのみ
なさんまで、63枚のカードが集まりました。
　この2年間ほど、新しい人と出会う機会、人と繋がるワクワ

クした気持ちを感じる機会が
減少しています。誰に届くか
わからないけれどYMCAのお友
だちへ宛てたメッセージを書
くときの何とも言えない気持
ちと、いつ届くかな？と楽し
みにポストを覗くワクワクし
た気持ちを感じてくれたので
はないかと思っています。

また、この機会に新たな繋
がりもできてきました。南山

幼稚園卒園児やその友人、キャンプのメンバーなどが集まって
いるインターアクトクラブ（高校生のボランティアグループ）の
みんなで、広報や発送作業を行いました。幼稚園以来の再会が
あったり、大学生リーダーたちと共に時間を過ごしたりと、こ
こにも新たな繋がりを作れたこと嬉しく思います。
　多くの世代のみなさんと様々な形で繋がることができたプロ
グラムとなりました。ご参加いただいたみなさんありがとうご
ざいました！ （遠藤恵美子）

応募者 学年 賞
杉浦　里空 すぎうら　りく 小 4 愛知県教育委員会賞
二階堂　結 にかいどう　ゆい 高 1 名古屋市教育委員会賞
佐藤　優奈 さとう　ゆうな 中 2 朝日新聞賞
山本　明佳 やまもと　あきか 小 2 朝日新聞賞
原　里湖 はら　りこ 年長 サクラクレパス賞
鈴木 陽奈子 すずき ひなこ 小 5 サクラクレパス賞
森川　侑眞 もりかわ　ゆうま 小 3 東海ワイズメンズクラブ賞
島野　虹 しまの　こう 中 1 東海ワイズメンズクラブ賞
荻巣　こと葉 おぎす　ことは 小 6 YMCA 賞
牧　篤之介 まき　あつのすけ 小 1 YMCA 賞
安井　侑里恵 やすい　ゆりえ 小 2 YMCA 賞
坂脇　葵依 さかわき　あおい 小 3 YMCA 賞
曽根原　汐里 そねはら　しおり 小 6 YMCA 賞
青山　悟士 あおやま　さとし 年長 YMCA 賞
竹江　萌 たけえ　もえ 年中 YMCA 賞
Evelyn Roberts 4th フレンドシップ賞
Russell 4th フレンドシップ賞愛知県教育委員会賞 名古屋市教育委員会賞
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報　告 子どもたちのクリスマス

　　　　　　2021リーダースキーキャンプスキートレーニング

　12月23日(木)こひつじ保育室でクリスマス礼
拝とクリスマス会を行いました。うす暗い部屋
の中でゆらゆらと揺れるろうそくの灯。やさし

い声で讃美歌を歌う子どもたち。クリスマスの
紙芝居を見た後に園長先生からお祈りをしてもら

いました。
　クリスマス会では、讃美歌「おほしがひかる」に合わせて子ど
もたちが楽器演奏をしました。
とても楽しい雰囲気で喜びを分
かち合いました。
　これからも礼拝や讃美歌を通
してイエス様を身近に感じな
がら子どもたちとともに豊かな
時を過ごしていきたいと思いま
す。 （田邉 英里香）

　幼稚園では、今年も年長児が中心となって聖劇を行いました。年少の時か
ら聖劇に参加して来て、今年こそは自分たちの番だ！と気持ちが溢れ出る
様に主体的に取り組み、当日までには誰もがすべての役を演じられる程に

なっていました。
　保護者の人数制限をしての会となりましたが、ホールの凛とした空気の中で、

お互いを思い合い助け合って子どもたちが捧げた聖劇は、心温まる、神さまに喜ばれるも
のであったと思います。 （済田 真美）

　 保 育 園 の
玄 関 に ア ド
ベ ン ト カ レ

ン ダ ー が 日
に日に増え、保

育 室 の 飾 り も に ぎ や か に
なってクリスマスを楽しみに待つ子どもたち。年齢それぞれ
に、アドベントの日々の中でクランツの灯をともし、イエス様
お誕生の話や讃美歌に触れ、幼児組は聖劇で一人ひとりが役に
向き合いながら、のびのびと表現を楽しんでいきました。
　礼拝当日、歌声が響く子どもたちの姿にクリスマスを迎える
喜びと感動の時を過ごしました。
　コロナ禍で、昨年は出来ずにいた親子でお祝いするクリスマ
ス。できる対策をしながらみんなでこの日を迎えることができ
たことに感謝です。 （山田 公子）

海　援　隊
　一昨年はコロナ禍のため中止された名古屋ロータリークラ
ブの“望年”例会（忘年を希望に）。今年は坂本龍馬ではなく武
田鉄矢率いる海援隊のミニコンサートでした。初めて見る

（生）鉄矢は、物まね芸人が演じる武田鉄矢より物まね名人？
で、本人にそっくりの話し方に感動すら覚えました。（意味不
明の文章ですいません。）１時間足らずのコンサートは、4分
の1以下が歌の時間で、残りは熟練した話芸の時間でした。
冒頭からお馴染みの「贈る言葉」でスタートしましたが、こ
の歌は彼が22歳の時に書いた失恋ソングであったとの裏話。
金八世代でもあり、卒業ソングだと勝手に信じ込んでいた私
には衝撃の出来事でした。参加者のほとんどが中高年の男性
主体であったこともあり、話の内容は「The昭和」であり、今

の時代にマッチしないことも少々ありましたが、懐かしい時
代を感じながら、楽しい時間を過ごすことができました。新
型コロナの影響は未だに続いていますが、人と人が出会い、
同じ時間と場所を共有することの楽しさを改めて感じた時間
でもありました。
　新しい年が始まります。世間ではオミクロン株の感染拡大
が伝えられていますが、私たちは既に多くの時をコロナと共
に過ごしてきました。感染対策に対する知恵も身に着けてき
ました。江戸時代の末期、大海原で世界を見つめながら日本
の将来を考えた坂本龍馬のように、今の時代にあって、子ど
もたちの将来のために何をなすべきか、どう判断するべきか。
正しく恐れながら、子どもたちの成長のための学びの機会を
守りたいと思います。　　　　（中村　隆）

　12月17日から三日間、冬のスキーキャンプに向けて、リー
ダースキーキャンプを行いました。二年ぶりのトレーニングに
総勢33名が集まり、スキー技術の向上、仲間との友情を深め
ました。
　大雪に見舞われ、滑りにくいコンディションではありました
が、リーダーたちは大興奮。名古屋では体験できない雪の量に、
トレーニングの合間を縫っては雪遊びに励みます。しかし、ト

レーニングが始まると表
情を変え、指導方法や安
全管理についての学びを
深めます。宿泊施設に着け
ば、座学に励む姿がありま
した。YMCAの元リーダー

の方にスキーの指導者として参加していただき、大先輩の背中
を見ながら現役リーダーたちも安心してトレーニングに励んで
いました。
　YMCAの活動は、たくさんの方や、ユースリーダーの若きパ
ワーに支えられています。リーダースキーキャンプも終わるこ
ろ、みんなの心にあるものは「スキーの楽しさを子どもたちに」

「たくさんの自然や雪の楽しさを子どもたちと共有したい」とい
う気持ちでした。 （福田　樹）

　
1/8（土）の車山チャレンジスキーキャンプから始まり、3/29

（火）の志賀高原スキーキャンプまで様々なスキーキャンプや、
1dayスキー、雪遊びがあります。
　たくさんの仲間とたくさんの経験を雪山でしましょう!!

こひつじ
保育室

かみさわ
保育園

南山
幼稚園
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「名古屋YMCAは、キリスト教精神に基づ
き、すべての人びとに、生涯にわたる学
習の場と、社会参加の機会を提供し、相
互の交わりと連帯を通して、共に生きる
世界の実現を目指します。」

「わたしはぶどうの木、あなたがたはその
枝である。」

（ヨハネによる福音書15 章5 節）

名古屋YMCA 052-757-3331
YMCAこひつじ保育室 052-757-5530
南山ファミリーYMCA 052-831-6968
南山幼稚園 052-831-8271
神沢ファミリーYMCA 052-879-6300
YMCAかみさわ保育園 052-879-6222
名古屋YMCA日本語学院 052-531-0077
発達サポートYMCAつるさと 052-823-2021

お問い合わせ

https://nagoyaymca.org

名古屋YMCA
使命

2021年度聖句

　　　　　『名古屋YMCA　元気もりもり大作戦』プログラム

維持会員感謝・ご寄付感謝　　
維持会員（11月30日～12月27日）

（継続）　近藤　　豊　　小島　　章　　山口　幸子　　
　　　　福田　忠徳　　岩井　羊一　　真鍋　孔透
寄付金・募金（11月30日～12月27日）

（国際協力募金）　清水美佐子　　柴田洋治郎
（一般寄付）　　　赤坂　雅子　

クリスマス献金　（12月28日現在）　　
義井裕子　相馬静香　長谷川和宏　八木武志　鈴木誉三　川本龍資　浅野麻琴　鈴木康　吉川裕子　鷲尾文夫　中島成美　広瀬謙一　
中村隆　加藤明宏　大岩由美子　伊藤万優子　伊藤美和　光田圭吾　光田梨花　川瀬琴子　川瀬悠之介　遠藤庸子　橘映吾　橘咲希　
古江樹　古江蓮　宮本和樹　牧野和博　西村清　後藤田典子　髙橋榮一　平井真希　田中葉流　大島孝三郎　小谷治郎　神野啓子　
片岡晴一郎　成瀬祥子　奥山太稀　渡邉徹朗　小尾雅彦　都築正和　野村秋博　野村靖子　土屋俶子　久保田啓　渡辺孝　渡邊信子　
深谷朗子　松井克巳　下村徹嗣　相馬朋子　稲田千晃　神田空　神田光　加藤倫太郎　堀内優　平尾泉　松本勝　浅井裕己　笠井康助
小林滋記　荒川文門　梅村真央　高巣照子　岡野友奏　西村牧子　平岩眞智子　杉山弘時　小島とよ子　山本和子　坂野逢夏　
太田陽翔　今田絢音　松岡佐保　藤原笑花　川本恵令奈　川本宏幸　川本真里奈　渡邊綾乃　田口恭仁子　伊藤柊　福田義正
犬飼英男　伊藤菱夏　小林玲子　奥田モア・ジョー　東田美保　山田公子　吉田あき　重留まなみ　北村称子　竹本未佳　池上裕子
内田寛子　木村優花　園原里彩　中村美沙　宇佐美三奈子　新美航　木村愛子　鬼頭美恵子　小澤昭之　加藤朱美　大川トヨ子
平野洋子　金井幸恵　早川毅　早川律子　水野勇　下村明子　小林嘉枝　三牧勉　白木直美　佐々木慈希　太田進之介　市橋虎哲　
伊藤佳織　上杉文乃　森優香　橋本啓　清水美佐子　済田真美　阿久津和奏　谷口大和　谷口大虎　河村侑芽　原田和実　小澤幸男
遠藤恵美子　中村碧杜　伊藤恵以子　西村幸子　近藤芙実　伊藤絢　高橋令　長友美央莉　香田一美　内田望結　木村眞智子
寺本耀　万福寺昭美　春日裕忠　浅野猛雄　阿部一雄　こひつじ保育室園児　坂本清則　安藤永子　岡本恵子　田口邦子　岡村英子
鈴木瑠里子　寺部糸子　天野伊津歌　近藤よし恵　岩上颯志　水谷光喜　田中遥菜　山下浩志朗　岡上椿　林珠央菜　林依怜菜
鏡味奈実　小林稜　小林凛々　津坂紘子　大鹿あおい　大鹿新　友松慶太郎　平井千尋　平井文乃　鈴木拓真　中崎弥　古川朝陽
河合悠　河合薫　亀村彩葉　亀村優希　櫻井咲也叶　崎濱好　井口華凜　吉武光世　藤掛宏子　山岸節子　多田満雄　加藤せり
澤田侑樹　安藤千尋　谷川修　加藤早織　小林祐子　田邉英里香　廣野侑季　磯見あや　日本キリスト教団東海教会　
かみさわ保育園園児　他匿名数件
＊1月31日まで受け付けていますので、引き続きご協力お願いします

　近年の子どもたちを取り巻く環境は、遊具や公園など場所の
減少や、塾通いなどで自由に遊び体を動かす時間や機会も減少
しています。運動する時間が減った結果として、学習意欲の他、
食事や快適な睡眠の妨げなど様々な影響が出てきます。そして
コロナ禍も重なり子ども達の自由な活動が制限されています。
そんな今だからこそ、「元気もりもり」からだを動かし、からだ
と心を元気にしましょう！
　運動習慣を身につけることで幼少年期に必要な体力の基礎を
作り、生活習慣を整え、生涯にわたる健康維持・増進のための
習慣を身につける必要があります。名古屋YMCAでは、運動習
慣を身につけるきっかけとして『元気もりもり大作戦』をおこな
います。大作戦では３つの取り組みを行います。作戦1は短縄
チャレンジ。継続的な運動を目指して１月の１ヵ月間、各自で

縄跳びチャレンジカードをもとに短縄跳びに取り組みます。
作戦2は合同練習会。本館・南山・刈谷のお友だちが集まり、
一緒に体操を楽しみます。作戦3は長縄チャレンジ。2万回を目
標にクラスのなかで長縄とびに挑戦していきます。お友だちと
声を掛け合いながら練習していく中で一体感がうまれ、仲間と
一緒に取り組む楽しさも感じられ心の成長にもつながります。
　みんなで楽しくたくさんからだを動かしてからだと心を元気
もりもりにしましょう。 （谷口 みはる）

ワイズコーナー1月例会の予定

（1月休会）
日時　2月1日（火） 7：45～8：30 
会場　名古屋YMCA５Fチャペル　

早天祈祷会 

名古屋 1月11日（火）
19：00～21：00

「メンバーによる2分間ス
ピーチ」

名古屋YMCA
（zoom併用）

名古屋東
海

1月13日（木）
18：45～ 「メンバーズスピーチ」 ラ・スース

ANN
名古屋南
山

1月13日（木）
19：00～20：30

新年例会「今後のクラブ
の在り方を探る」 南山YMCA

名古屋
グランパス

1月16日（日）
15：00～

「名古屋YMCA120周年記
念礼拝・祝会に参加」


